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事
業
者
向
け
補
助
金

説
明
会
の
ご
案
内

　
　

国
・
県
・
市
に
は
中
小
・
小
規
模
事
業
者

の
事
業
を
支
援
す
る
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま

す
。
国
で
は
、
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
補
助
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
な

ど
の
補
正
予
算
が
成
立
見
込
み
で
あ
り
、
平

成
28
〜
29
年
度
の
事
業
期
間
を
補
助
対
象
と

し
て
、
年
内
に
公
募
が
開
始
さ
れ
る
見
込
み

で
す
。
制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
経
営
指
導
員
等
に
よ

る
経
営
相
談
も
行
い
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
本
庁
舎　

　
　
　
　
　

１
階
多
目
的
ル
ー
ム

【
と
　
き
】
11
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
15
分

【
対
　
象
】
市
内
の
中
小
企
業

※

商
工
会
議
所
・
商
工
会
の
会
員
以
外
の
人

　

も
参
加
自
由
で
す
。

【
申
込
み
】
10
月
26
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
で

左
記
ま
で
。
左
記
の
商
工
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ

ー
ム
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
先

　

東
浅
井
商
工
会

　

☎
７
４

－

０
１
９
４

　

h
ttp
://h
igash

iazai.o
r.jp
/

　

長
浜
北
商
工
会

　

☎
８
２

－
５
０
５
１

　

h
ttp
://n
agah

am
akitasci.n

et/

　

長
浜
商
工
会
議
所

　

☎
６
２

－

２
５
０
０

　

h
ttp
://w
w
w
.n
agah

am
a.o
r.jp
/

問

長
浜
商
工
会
議
所

（
☎
６
２
ー
２
５
０
０
）

長
浜
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
■
記
帳
説
明
会
の
案
内

　

事
業
や
不
動
産
貸
付
等
を
個
人
で
行
う
す

べ
て
の
人(

確
定
申
告
の
必
要
の
な
い
人
を

含
む)

は
、
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必

要
で
す
。
記
帳
の
仕
方
や
記
帳
・
帳
簿
等
の

保
存
制
度
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
①
農
業
所
得
が
あ
る
人

　

11
月
８
日
（
火
）

　

高
月
支
所
（
高
月
町
渡
岸
寺
）

　

11
月
15
日
（
火
）

　

米
原
市
役
所
近
江
庁
舎
（
米
原
市
顔
戸
）

　

11
月
24
日
（
木
）

　

市
役
所
本
庁
舎　

１
階
多
目
的
ル
ー
ム

②
事
業
所
得
が
あ
る
人
、
不
動
産
を
貸
付　

し
て
い
る
人

　

11
月
28
日
（
月
）

　

市
役
所
本
庁
舎　

１
階
多
目
的
ル
ー
ム

※

時
間
は
い
ず
れ
も
14
時
〜
16
時
で
す
。

【
申
込
み
】
電
話
で
左
記
ま
で
。

申
込
先

　

長
浜
税
務
署

　

☎
６
２

－

６
１
４
４

問

長
浜
税
務
署

（
☎
６
２
ー
６
１
４
４
）

「
五
感
で
つ
な
が
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

  
ナ
ル
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す

　
　
世
界
各
国
の
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

誰
も
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
「
包
容
力
と
多
様
性
を
も
っ
た
多

文
化
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
開
催

し
ま
す
。　
　

　

音
楽
や
食
な
ど
を
五
感
を
通
し
て
楽
し
み

な
が
ら
、
国
際
交
流
し
ま
せ
ん
か
。 

【
と
　
き
】
11
月
６
日
（
日
）　

10
時
〜
15
時

【
と
こ
ろ
】
臨
湖
（
港
町
）

【
内
　
容
】

○
多
国
籍
料
理
屋
台
（
タ
イ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

　

韓
国
、
イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー
ル
、
台
湾
な
ど
）

○
体
験
マ
ル
シ
ェ
（
ブ
ラ
ジ
ル
人
形
、
ア
ロ

　

マ
石
鹸
、
編
み
物
、
フ
ェ
ル
ト
ボ
ー
ル
、

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
）

○
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
フ

　

ラ
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
音
楽
ラ
イ

　

ブ
、
二
胡
演
奏
な
ど
）

○
民
族
衣
装
体
験

○
世
界
の
挨
拶
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

○
世
界
地
図
を
み
ん
な
で
作
ろ
う　
　

な
ど

問

市
民
活
躍
課

（
☎
６
５
ー
８
７
１
１
）

自
伐
型
林
業
研
修
会
を

開
催
し
ま
す

　
　

安
全
な
林
業
技
術
の
習
得
を
め
ざ
し
て
自

伐
型
林
業
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
研
修
の
内
容
と
開
催
日
時
】

①
作
業
道
づ
く
り
研
修
会
（
講
義
と
実
技
）

　

11
月
24
日
（
木
）
、
25
日
（
金
）

　

９
時
〜
16
時

②
広
葉
樹
林
施
業
研
修
会

　

広
葉
樹
林
の
整
備
の
仕
方
や
伐
倒
実
技
研
修

　

12
月
６
日
（
火
）
、
７
日(

水
）

　

９
時
〜
16
時

⑤
山
の
経
営
相
談
会
（
随
時
）

　
　

山
を
ど
の
よ
う
に
整
備
す
れ
ば
よ
い
か

　

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

　

て
は
、
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

【
対
象
・
条
件
】

　

森
林
整
備
や
林
業
に
関
心
の
あ
る
人
。
市

内
に
在
住
か
在
勤
の
人
。

※

作
業
道
づ
く
り
研
修
会
の
実
技
の
研
修
に

　

つ
い
て
は
バ
ッ
ク
ホ
ウ
（
３
ト
ン
未
満
）

　

を
操
縦
で
き
る
人
を
対
象
と
し
ま
す
。
講

　

義
は
ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

【
定
　
員
】
各
15
人
程
度
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
み
】
11
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で

　
　
　
　
　

左
記
ま
で
。

申
込
先

　

森
林
整
備
課

　

☎
６
５

－

６
５
２
６

問

森
林
整
備
課

（
☎
６
５
ー
６
５
２
６
）

　
シリーズ⑮　

江
戸
時
代
中
期
以
降
の
長
浜
で
は
、
は浜ま
だ壇ん

（
長
浜
仏
壇
）
と
い
わ
れ
る
仏
壇
造
り
が
発

展
し
て
い
き
ま
し
た
。
名
彫
刻
師
で
あ
っ
た

初
代
の
ふ藤じ
お岡か

和い 

泉ず
み

が
和い 

泉ず
み

壇
と
い
わ
れ
る
浜

壇
の
基
礎
を
作
り
上
げ
、
代
々
藤
岡
和
泉
を

名
乗
り
曳
山
の
造
営
や
修
理
を
担
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
長
浜

の
曳
山
に
も
浜
壇
の
技
術
が
活
か
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
浜
壇
と
曳
山
を
比
較
し
て
み
る
と
、

舞
台
の
か唐ら

破は 

風ふ

の
形
や
色
、
前
柱
の
か
錺ざ
り
か金な

具ぐ 

、

う
漆る
し
ぬ塗り

な
ど
に
共
通
点
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

浜
壇
は
、
木き  

地じ  

師し  

、
塗ぬ 

師し 

、
は箔く
お押し

師し 

、
か
錺ざ
り
か金な

具ぐ 

師し 

、
も木く
ち
彫ょ
う
師し

、
ま蒔き

絵え 

師し  

、
く宮う
で殿ん

師し 

な
ど
の

技
が
結
集
さ
れ
た
総
合
芸
術
品
で
す
。
豪
華

絢
爛
な
長
浜
の
曳
山
は
動
く
美
術
館
と
称
さ

れ
ま
す
が
、
浜
壇
づ
く
り
の
伝
統
の
技
を
伝

え
つ
つ
、
曳
山
の
美
を
私
た
ち
の
宝
と
し
て

今
後
も
継
承
し
た
い
も
の
で
す
。

※

な
お
「
長
浜
曳
山
祭
の
山
車　

附
山
蔵
」
は
、

昭
和
60
年
３
月
29
日
に
滋
賀
県
の
有
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
滋
賀
県
の
曳

山
で
は
唯
一
の
有
形
民
俗
文
化
財
で
す
。

（
☎
６
５

－

３
３
０
０)

ま
つ
り
を
支
え
る

　
浜
仏
壇
の
職
人
た
ち

長
浜
曳
山
ま
つ
り
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長
浜
・
木
之
本
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

交
通
安
全
の
つ
ど
い
等
の
開
催
に
つ
い
て

問

市
民
活
躍
課
（
☎
６
５
ー
８
７
１
１
）

　

交
通
安
全
の
問
題
を
み
ん
な
で
考
え
、

市
民
の
新
た
な
決
意
を
結
集
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
交
通
安
全
の
つ
ど
い

等
を
開
催
し
ま
す
。

長
浜
地
区
交
通
安
全
の
つ
ど
い

　

（
長
浜
警
察
署
管
内
対
象
）

【
と
　
き
】
11
月
26
日
（
土
）　

10
時
〜

【
と
こ
ろ
】
リ
ュ
ー
ト
プ
ラ
ザ
（
難
波
町
）

交
通
安
全
長
浜
市
民
伊
香
大
会

　

（
木
之
本
警
察
署
管
内
対
象
）

【
と
　
き
】
11
月
19
日
（
土
） 

13
時
30
分
〜

【
と
こ
ろ
】
ス
テ
ィ
ッ
ク
ホ
ー
ル

　
　
　
　

 

（
木
之
本
町
木
之
本
）

◆
つ
ど
い
・
大
会
で
は
優
良
運
転
者
の 

　

 

表
彰
を
行
い
ま
す
。

　

「
優
良
運
転
者
」
の
応
募
方
法
は
、

　

両
警
察
署
内
の
交
通
安
全
協
会
の
窓

　

口
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

長
浜
地
区
交
通
安
全
協
会
窓
口

　

（
長
浜
警
察
署
内
）

　

☎
６
２

－

０
１
１
０

　

伊
香
交
通
安
全
協
会
窓
口

　

（
木
之
本
警
察
署
内
）

　

☎
８
２

－

３
０
２
１

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
に
つ
い
て

問

商
工
振
興
課
（
☎
６
５
ー
８
７
６
６
）

　

中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
国

の
外
部
積
立
型
退
職
金
制
度
で
す
。
事
業

主
が
月
々
の
掛
金
を
納
付
す
る
こ
と
で
、

従
業
員
の
退
職
金
が
中
小
企
業
退
職
金
共

済
事
業
本
部
か
ら
直
接
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
す
。

【
国
の
助
成
内
容
】

　

新
規
加
入
の
事
業
者
に
、
掛
金
の
２

分
の
１
（
上
限
５
，０
０
０
円
）
を
従
業

員
ご
と
に
、
加
入
４
か
月
後
か
ら
１
年

間
助
成

【
市
の
助
成
内
容
】

　

新
規
加
入
を
対
象
に
、
従
業
員
ご
と

に
掛
金
月
額
８
０
０
円
を
上
限
に
、
最

大
１
年
分
助
成
（
１
，０
０
０
円
未
満
切

り
捨
て
）

※

詳
細
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事

　

業
本
部
も
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

長浜の仏壇（和泉壇)

長浜の曳山


